
こ
の
度
、
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館･

図
書
館

で
は
、
展
覧
会
「
和
語
表
記
に
よ
る
和
様
刊
本

の
源
流
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
�
研
究

プ
ロ
ジ
�
ク
ト
「
日
本
近
世
に
お
け
る
文
字
印

刷
文
化
の
総
合
的
研
究
」
は
、
二
〇
一
四
年
度

に
文
部
科
学
省
よ
り
「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究

基
盤
形
成
支
援
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、
本
年

は
そ
の
完
成
年
度
を
迎
え
ま
す
。
本
研
究
プ
ロ

ジ
�
ク
ト
は
五
年
間
に
わ
た
り
、
わ
が
国
の
文

字
印
刷
文
化
の
歴
史
を
見
つ
め
直
す
た
め
に
、

様
々
な
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

そ
の
成
果
を
広
く
公
開
し
、
近
世
日
本
の
木
版

印
刷
に
よ
る
書
物
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　
近
世
日
本
の
刊
本
は
、
こ
れ
ま
で
書
誌
学
的

方
法
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
研

究
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
で
は
、
そ
れ
ら
を
造
形
的
視

点
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
造
本

デ
ザ
イ
ン
史
に
「
和
様
刊
本
」
の
美
を
位
置
づ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
明
治
以

降
、
西
洋
か
ら
金
属
に
よ
る
近
代
活
版
印
刷
術

が
も
た
ら
さ
れ
る
ま
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
印

刷
物
の
多
く
は
木
材
を
使
用
し
た
古
活
字
版
と

木
版
整
版
が
主
流
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
近
世

の
刊
本
が
造
本
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
紹
介
さ

れ
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
に

は
、
木
版
印
刷
に
よ
る
柔
ら
か
な
印
圧
を
基
調

と
し
た
多
様
な
美
の
か
た
ち
が
存
在
し
て
い
ま

し
た
。

　
本
展
で
は
、
漢
字
、
平
仮
名
、
片
仮
名
の
字

形
と
表
記
の
関
係
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
料

紙
、
印
刷
、
製
本
等
、
書
物
を
構
成
す
る
各
要

素
の
考
察
を
通
し
て
、
和
語
表
記
に
よ
る
「
和

様
刊
本
」
の
美
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。
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和
語
表
記
に
よ
る
和
様
刊
本
の
源
流 　

会
期

：

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
日（
木
）
〜
一
二
月
一
八
日（
火
）

休
館
日

：

日
曜
日
、祝
日 

＊
一
一
月
三
日（
土
・
祝
）、
四
日（
日
）、
二
三
日（
金
・
祝
）は
特
別
開
館

　

開
館
時
間

：

一
〇
時
〜
一
八
時
（
土
曜
日
、特
別
開
館
日
は
一
七
時
閉
館
） 

会
場

：

武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館 

展
示
室
三
�

入
館
料

：

無
料
　

監
修

： 

新
島
実 

武
蔵
野
美
術
大
学 

視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授

 

造
形
研
究
セ
ン
タ
ー 

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長

 

寺
山
祐
策 

武
蔵
野
美
術
大
学 

視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン
学
科
主
任
教
授

 

造
形
研
究
セ
ン
タ
ー 

研
究
員

主
催

： 

武
蔵
野
美
術
大
学 

美
術
館･

図
書
館
、
武
蔵
野
美
術
大
学 

造
形
研
究
セ
ン
タ
ー

共
催

： 

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所

協
力

： 

真
宗
大
谷
派 

城
端
別
院
善
徳
寺
、

 

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

人
間
文
化
研
究
機
構 

国
文
学
研
究
資
料
館
、

 

日
本
民
藝
館
、
龍
谷
大
学
図
書
館

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

同
時
期
開
催
展
覧
会

：

 

﹁
関
野
吉
晴 

ワ
ン
ダ
ー
ス
ペ
ー
ス
﹂

 

一
〇
月
一
五
日（
月
）
〜
一
一
月
一
〇
日（
土
）

 

﹁
田
中
克
明 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
デ
ザ
イ
ン
活
動
の
軌
跡
﹂

 

一
〇
月
一
五
日（
月
）
〜
一
一
月
一
〇
日（
土
）

 

﹁
東
北
の
木
地
玩
具 —

遊
び
と
祈
り
の
造
形—

﹂

 

一
〇
月
一
五
日（
月
）
〜
一
一
月
三
〇
日（
金
）

武
蔵
野
美
術
大
学 

美
術
館･

図
書
館

〒
一
八
七
・
八
五
〇
五 

東
京
都
小
平
市
小
川
町
一
・
七
三
六

電
話

：

〇
四
二
・
三
四
二
・
六
〇
〇
三

http://m
aum

l.m
usabi.ac.jp/

交
通
ア
ク
セ
ス

：

一 

西
武
国
分
寺
線
﹁
鷹
の
台
﹂
駅
下
車
徒
歩
一
八
分

二 

国
分
寺
駅
北
口
徒
歩
三
分
、

 

西
武
バ
ス﹁
武
蔵
野
美
術
大
学
﹂
行
き
ま
た
は

 

﹁
小
平
営
業
所
﹂
行
き
に
乗
車
、

 

﹁
武
蔵
野
美
術
大
学
正
門
﹂
下
車

 

（
バ
ス
所
要
時
間 

約
二
〇
分
）

三 

立
川
駅
北
口（
五
番
乗
り
場
）
よ
り
立
川
バ
ス

 

﹁
武
蔵
野
美
術
大
学
﹂
行
き
に
乗
車
、

 

﹁
武
蔵
野
美
術
大
学
﹂
下
車
（
バ
ス
所
要
時
間
約
二
五
分
）

＊ 

お
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
�

朝鮮大学校

白梅学園前

創価学園前

水車通り

鷹の台駅入り口

コンビニ

コンビニ

上水公園

テニス
コート

玉川上水

武蔵野美術大学正門

武蔵野美術大学

至 東村山至 国分寺

西武国分寺線
鷹の台駅



嵯
峨
本
謡
本
の
美
を
探
る
　

̶

古
活
字
版『
三
井
寺
』
の
復
元
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

慶
長
期
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
に
角
倉
素
庵
（
一
五
七
一
〜
一
六
三
二
）
ら
に
よ
�
て
刊

行
さ
れ
た
嵯
峨
本
の
謡
本
（
通
称
﹁
光
悦
謡
本
﹂）
は
、
百
帖
を
一
組
と
す
る
大
部
の
書

物
で
あ
り
な
が
ら
、
雲
母
や
胡
粉
が
施
さ
れ
た
装
飾
料
紙
に
光
悦
流
書
風
の
木

活
字
書
体
、
列
帖
装
に
よ
る
装
幀
な
ど
、
他
に
類
例
の
な
い
優
美
な
意
匠
を
特

徴
と
し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
と
の
共
催

に
よ
り
、
同
研
究
所
の
所
蔵
す
る
嵯
峨
本
の
謡
本
百
帖
を
展
示
し
、
慶
長
期
の

木
版
印
刷
術
の
粋
を
集
め
た
表
紙
意
匠
と
、
そ
の
出
版
規
模
の
全
容
を
紹
介
し

ま
す
。
一
方
で
、
嵯
峨
本
の
謡
本
は
、
印
刷
の
際
に
使
用
さ
れ
た
木
活
字
や
摺
刷

盤
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
木
と
和
紙
を
材
料
と
す
る
し
な
や
か
な

造
形
や
活
字
印
刷
に
よ
る
合
理
性
等
、
そ
の
技
術
的
背
景
の
全
容
は
未
だ
に
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
で
は
京
都
の
職
人
の
協
力
を

得
て
、
肉
筆
版
下
に
も
と
づ
く
木
活
字
の
制
作
か
ら
、
料
紙
制
作
、
組
版
、
印
刷
、

製
本
に
到
る
ま
で
、
嵯
峨
本
謡
本
の
造
本
プ
ロ
セ
ス
を
丹
念
に
辿
り
な
が
ら
、
そ

の
技
術
的
側
面
の
再
現
と
検
証
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
復
元
さ
れ
た

謡
本
『
三
井
寺
』
と
木
活
字
そ
の
他
の
印
刷
器
具
を
紹
介
し
、
嵯
峨
本
謡
本
の
美

の
諸
相
を
探
り
ま
す
。

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

1  

嵯
峨
本
謡
本
﹃
三
井
寺
﹄（
上
製
本
） �
慶
長
期
刊
�　

2  

嵯
峨
本
謡
本
﹃
あ
ふ
む
小
町
﹄（
特
製
本
） �
慶
長
期
刊
�

浄
土
真
宗
の
版
本

̶

柳
宗
悦
に
よ
り
見
出
さ
れ
た
書
物
の
美

浄
土
真
宗
の
和
讃
や
御
文
（
御
文
章
）
は
、
和
文
組
版
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、

新
た
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
一
五
世
紀
後
半
に
開
版
さ
れ

た
『
三
帖
和
讃
』
は
、
古
格
を
有
す
る
独
自
の
字
形
に
加
え
、
漢
字
片
仮
名
交
じ

り
文
に
左
訓
を
付
し
、
分
か
ち
書
き
と
思
わ
れ
る
表
記
を
採
用
す
る
な
ど
、
こ

の
時
期
の
書
物
と
し
て
は
類
を
見
な
い
、
読
み
手
を
配
慮
し
た
造
本
設
計
を
特

徴
と
し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
民
藝
運
動
の
指
導
者
、
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
〜

一
九
六
一
）
が
見
出
し
た
浄
土
真
宗
の
版
本
の
中
か
ら
、
城
端
別
院
善
徳
寺
が
所
蔵

す
る
天
文
版
『
三
帖
色
紙
和
讃
』
と
、
蓮
如
上
人
（
一
四
一
五
〜
一
四
九
九
）
が
開
版
し

た
文
明
版
『
三
帖
和
讃
』
の
諸
本
を
中
心
に
据
え
、
信
仰
と
密
に
結
び
つ
い
た
和

様
の
美
の
か
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

3  

﹃
三
帖
色
紙
和
讃
﹄ 

天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
刊 （
城
端
別
院
善
徳
寺
所
蔵
）

4  

御
文
（
御
文
章
） 

証
如
証
判 

�
天
文
期
刊
�

古
活
字
版
・
木
版
整
版
の
美

̶

近
世
和
様
刊
本
の
造
本
美

数
あ
る
近
世
の
書
物
の
中
で
、
和
様
刊
本
の
美
の
典
型
を
示
し
て
い
る
の
が
、
主

に
国
文
学
を
内
容
と
す
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
書
物
で
す
。
わ
け
て
も
嵯
峨

本
は
、
そ
れ
ま
で
写
本
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
古
典
文
学
を
木
活
字
で
印
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
出
版
物
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
書
物
の
中
に
は
、嵯
峨
本
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
る
伝
嵯
峨
本
『
源

氏
物
語
』
の
よ
う
に
、
欧
文
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
�
に
お
け
る
最
高
水
準
の
書
物
に
も

引
け
を
取
ら
な
い
、
高
い
完
成
度
を
誇
る
本
文
組
版
も
見
ら
れ
ま
す
。
本
展
で

は
、
慶
長
期
に
登
場
し
半
世
紀
ほ
ど
で
途
絶
え
た
古
活
字
版
の
書
物
と
、
そ
の

後
二
百
年
ほ
ど
続
い
た
整
版
本
の
中
か
ら
、
字
形
、
挿
絵
、
版
面
構
成
に
優
れ
た

書
物
を
取
り
上
げ
て
、
木
版
印
刷
の
柔
ら
か
な
印
圧
を
基
調
と
す
る
豊
か
な
造

形
美
の
世
界
に
迫
り
ま
す
。

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

5  

伝
嵯
峨
本
﹃
源
氏
物
語
﹄ �
慶
長
期
刊
�

6  

﹃
花
伝
書
﹄ �
元
和
・
寛
永
期
刊
�

古
文
眞
寶

̶

明
朝
体
を
は
じ
め
と
す
る
漢
字
の
字
形
の

 

変
遷
を
た
ど
る

『
古
文
眞
寶
』
は
室
町
時
代
初
期
に
中
国
よ
り
伝
来
し
、
五
山
の
学
僧
に
広
ま
り

ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
漢
詩
文
を
学
ぶ
た
め
の
書
物
と
し
て
一
般
に
流

布
し
、
長
期
に
わ
た
り
多
種
多
様
な
版
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
字
形
研
究
の

観
点
か
ら
そ
れ
ら
の
書
物
を
見
て
い
く
と
、
明
朝
風
の
字
形
を
中
心
と
し
な
が
ら

も
、
他
に
も
様
々
な
字
形
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
西
洋
に
お
け

る
モ
ダ
ン
書
体
の
代
表
格
で
あ
る「
ボ
ド
ニ（B

odoni

）
体
」
は
、
一
八
世
紀
後
半
に

イ
タ
リ
ア
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
モ
ダ
ン
書
体
の
結

構
を
備
え
た
明
朝
風
の
字
形
が
、『
古
文
眞
寶
』
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
本
展
で
は
、『
古
文
眞
寶
』
を
通
し
て
近
世
の
漢
字
の
字
形
研
究
に

新
た
な
視
点
を
提
示
し
ま
す
。

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

7  

﹃
古
文
眞
寶 

後
集
﹄ 

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
刊

8  

﹃
古
文
眞
寶 

後
集
﹄ 

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
刊

古
典
籍
の
良
質
な

印
刷
の
た
め
に

古
典
籍
を
内
容
と
す
る
書
籍
や
展
覧
会
図
録
の
印
刷
に
お
い
て
課
題
と
な
る
の
が
、

実
物
の
書
物
と
複
製
図
版
と
の
間
の
落
差
で
す
。
し
か
し
、
造
本
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
に
は
良
質
な
印
刷
に
よ
る
複
製
図
版
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
展
で
は
こ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
凸
版
印
刷
株
式
会
社
の
文
化
財
関
係
の
図
録
制
作
に
携
わ

る
技
術
者
に
協
力
を
仰
ぎ
、
展
覧
会
図
録
の
研
究
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
展

示
で
は
、
本
展
の
図
録
制
作
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
資
料
を
公
開
し
、
古
典
籍
の
撮

影
か
ら
印
刷
、
製
本
に
到
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
説
し
ま
す
。

古
典
籍
の
読
解
と

字
形
研
究
の
た
め
に

近
世
日
本
の
古
典
籍
に
は
、
ジ
�
ン
ル
や
時
代
に
よ
り
様
々
な
字
形
が
存
在
し
ま

す
が
、
わ
れ
わ
れ
の
多
く
は
そ
れ
ら
を
読
む
こ
と
に
困
難
を
生
じ
て
い
ま
す
。
近

世
の
刊
本
が
、
造
本
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
�
た
の

は
、
古
文
の
読
解
が
特
殊
な
技
能
と
な
�
て
し
ま
�
た
こ
と
も
、
理
由
の
ひ
と

つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
研
究
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善

す
る
た
め
に
、
株
式
会
社
日
立
製
作
所
の
高
速
類
似
画
像
検
索
シ
ス
テ
ム｢ Enra 

Enra｣

を
応
用
し
た
、
独
自
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

こ
れ
に

よ
り
、
あ
る
任
意
の
文
字
を
選
択
す
る
と
、
字
形
が
登
録
さ
れ
た
デ
�
タ
ベ
�
ス

か
ら
、
類
似
し
た
字
形
が
瞬
時
に
割
り
出
さ
れ
ま
す
。
形
態
の
類
似
性
に
よ
る
検

索
の
他
に
、
古
活
字
版
、
整
版
、
写
本
等
、
条
件
を
指
定
し
た
絞
り
込
み
や
出
版

年
の
範
囲
指
定
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
将
来
的
に
、
近
世
の
字
形
研
究
と
古
文

の
読
解
補
助
の
た
め
の
有
用
な
ツ
�
ル
と
す
る
た
め
に
、
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
　

 

＊
登
壇
者
と
講
演
内
容
等
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

 

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
�

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

開
催
記
念
講
演
会

 

日
時

：  

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
日（
木
） �
一
五
時
〜
一
八
時
四
〇
分

 

会
場

：  

美
術
館
ホ
ー
ル 

�

図
書
館
一
階
大
階
段

 

司
会

：  

本
庄
美
千
代
（
本
学
視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン
学
科
講
師
、

 
 

 
 

本
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）

 

参
加
方
法

： 

入
場
無
料
�

先
着
順
（
予
約
不
要
） �
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

「
江
戸
の
出
版
」
開
催
記
念
特
別
対
談

 

出
演

：  

ロ
バ
ー
ト
・
キ
�
ン
ベ
ル（
国
文
学
研
究
資
料
館 

館
長
）

 
 

 

神
作
研
一（
国
文
学
研
究
資
料
館 

教
授
、

 
 

 
 

本
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）

 

時
間

：  

一
五
時
〜
一
六
時

 

会
場

：  

美
術
館
ホ
ー
ル

「
和
語
表
記
に
よ
る
和
様
刊
本
の
源
流
」

　
開
催
記
念
講
演

 

講
師

：  

新
島
実
（
本
学
視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授
、

 
 

 
 

本
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
、
本
展
監
修
）

 
時
間

：  

一
六
時
〜
一
七
時 

 
会
場

：  

美
術
館
ホ
ー
ル

能「
船
弁
慶
」、
居
囃
子「
三
井
寺
」

　
開
催
記
念 
能
楽
公
演

 

出
演

：  

林
宗
一
郎
（
観
世
流
能
楽
師
）他

 

時
間

：  

一
七
時
二
〇
分
〜
一
八
時
四
〇
分 

 

会
場

：  

図
書
館
一
階
大
階
段

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
文
字
と
造
本

 

日
時

：  

二
〇
一
八
年
一
一
月
三
日（
祝
・
土
） �
一
三
時
〜
一
七
時
三
〇
分

 

会
場

：  

美
術
館
ホ
ー
ル 

 

モ
デ
レ
ー
タ
ー

： 

寺
山
祐
策
（
本
学
視
覚
伝
達
デ
ザ
イ
ン
学
科
主
任
教
授
、

 
 

 
 

本
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、本
展
監
修
）

 

参
加
方
法

： 

入
場
無
料
�

先
着
順
（
予
約
不
要
） �
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

 

プ
ロ
グ
ラ
ム

：

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
三
時
〜
一
三
時
一
五
分

：

モ
デ
レ
ー
タ
ー
挨
拶  

寺
山
祐
策

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
三
時
一
五
分
〜
一
四
時
一
五
分

：

講
演
一 

 

　
　 

心
手
合
一

：

  
 

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
�
の
東
洋
的
手
法

 
 

 

蒋 

華
（
中
央
美
術
学
院
副
教
授
／
中
国
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
四
時
一
五
分
〜
一
五
時
一
五
分

：

講
演
二

  
 

都
市
に
お
け
る
視
覚
的
秩
序
の
確
立

  
 

お
よ
び
都
市
の
読
み
取
り
に
つ
い
て

 
 

 

馬 

泉
（
清
華
大
学
教
授
／
中
国
、

 
 

 
 

本
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
五
時
一
五
分
〜
一
五
時
三
〇
分

：

休
憩

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
五
時
三
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分

：

講
演
三

 

　
　 

刊
本
の
版
下
本
の
書
写
者
と

  
 

朝
鮮
時
代
の
木
活
字
印
刷
に
つ
い
て

 
 

 

南
權
熙
（
慶
北
大
学
校
社
会
科
学
大
学
教
授
／
韓
国
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
六
時
三
〇
分
〜
一
七
時
三
〇
分

：

講
演
四

  
 

近
代
ハ
ン
グ
ル
活
字
の
変
遷
と
流
通

 
 

 

朴
志
勲
（
朴
志
勲
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
代
表
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

和
様
刊
本
の
諸
相

 

日
時

：  

二
〇
一
八
年
一
一
月
四
日（
日
） �
一
三
時
〜
一
七
時

 

会
場

：  

美
術
館
ホ
ー
ル

 

参
加
方
法

： 

入
場
無
料
�

先
着
順
（
予
約
不
要
） �
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

 

プ
ロ
グ
ラ
ム

：

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
三
時
〜
一
三
時
四
五
分

：

講
演
一

  
 

和
様
刊
本
の
源
流

 
 

 

寺
山
祐
策

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
三
時
四
五
分
〜
一
四
時
三
〇
分

：

講
演
二

  
 

謡
本
出
版
史
の
中
の
光
悦
謡
本

 
 

 

宮
本
圭
造
（
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
教
授
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
四
時
三
〇
分
〜
一
五
時
一
五
分

：

講
演
三

  
 

光
悦
謡
本
の
美

  
 
̶

俵
屋
絵
と
の
接
点
を
さ
ぐ
る

 
 

 

玉
蟲
敏
子
（
本
学
造
形
文
化
・
美
学
美
術
史
教
授
、

 
 

 
 

本
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
五
時
一
五
分
〜
一
五
時
三
〇
分

：

休
憩

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
五
時
三
〇
分
〜
一
六
時
一
五
分

：

講
演
四

  
 

「
あ
り
ふ
れ
た
も
の
」
の
価
値

  
 
̶

古
文
真
宝
を
め
ぐ
�
て

 
 

 

林 

望
（
作
家
・
書
誌
学
者
） 

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
六
時
一
五
分
〜
一
七
時

：

講
演
五

  
 

漢
字
文
化
の
受
容
と

  
 

刊
本
字
様
・
活
字
書
体
の
変
遷

 
 

 

片
塩
二
朗
（
活
字
研
究
者
・
本
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

和
様
刊
本
の
美
を
探
る
Ⅰ

 

日
時

：  

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
六
日（
金
） �
一
六
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

 

会
場

：  

美
術
館
ホ
ー
ル

 

参
加
方
法

： 

入
場
無
料
�

先
着
順
（
予
約
不
要
） �
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

 

プ
ロ
グ
ラ
ム

：

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
六
時
三
〇
分
〜
一
八
時

：

対
談

  
 

写
本
か
ら
古
活
字
、そ
の
復
元

 
 

 

新
島
実
・
寺
山
祐
策

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
八
時
〜
一
九
時

：

講
演
一

  
 

近
世
日
本
に
お
け
る

  
 

刊
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
印
刷
表
現

  
 

に
つ
い
て

 
 

 

工
藤
哲
彦
（
フ
�
ト
デ
�
レ
ク
タ
ー
、
凸
版
印
刷
株
式
会
社
）

 
 

 

田
中
一
也
（
プ
リ
ン
テ
�
ン
グ
デ
�
レ
ク
タ
ー
、
凸
版
印
刷
株
式
会
社
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
九
時
〜
二
〇
時

：

講
演
二

  
 

類
似
画
像
検
索
シ
ス
テ
ム「Enra Enra

」

 
 

 

廣
池
敦
（
株
式
会
社
日
立
製
作
所
研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

和
様
刊
本
の
美
を
探
る
Ⅱ

 

日
時

：  

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
七
日（
土
） �
一
〇
時
〜
一
二
時

 

会
場

：  

美
術
館
ホ
ー
ル

 

参
加
方
法

： 

入
場
無
料
�

先
着
順
（
予
約
不
要
） �
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

 

プ
ロ
グ
ラ
ム

：

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
〇
時
〜
一
〇
時
四
〇
分

：

実
演
一

  
 

摺
り

 
 

 

嘉
戸
浩
（﹁
か
み
添
﹂
主
宰
、
唐
紙
師
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
〇
時
四
〇
分
〜
一
一
時
二
〇
分

：

実
演
二

  
 

彫
り
・
摺
り

 
 

 

竹
中
健
司
（
有
限
会
社
竹
笹
堂
代
表
取
締
役
、
摺
師
）

 
 

 

野
嶋
一
生
（
有
限
会
社
竹
笹
堂
、
彫
師
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
一
時
二
〇
分
〜
一
二
時

：

実
演
三

  
 

綴
じ

 
 

 

大
入
達
男
（
株
式
会
社
大
入
代
表
取
締
役
、
文
化
財
修
復
師
）

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

和
様
刊
本
の
美
を
探
る
Ⅲ

 

日
時

：  

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
七
日（
土
） �
一
三
時
〜
一
七
時
三
〇
分

 

会
場

：  

美
術
館
ホ
ー
ル

 

参
加
方
法

： 

入
場
無
料
�

先
着
順
（
予
約
不
要
） �
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

 

プ
ロ
グ
ラ
ム

：

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
三
時
〜
一
四
時
三
〇
分

：

講
演
一

  
 

嵯
峨
本
復
元
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

 
 

 

新
島
実

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
四
時
三
〇
分
〜
一
五
時
一
五
分

：

講
演
二

  
 

嵯
峨
本
復
元
プ
ロ
ジ
�
ク
ト 

彫
り
、摺
り

 
 

 

竹
中
健
司

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
五
時
一
五
分
〜
一
五
時
三
〇
分

：

休
憩

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶

 

一
五
時
三
〇
分
〜
一
六
時
一
五
分

：

講
演
三

  
 

嵯
峨
本
復
元
プ
ロ
ジ
�
ク
ト 

料
紙
、綴
じ

 
 

 

大
入
達
男

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
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